
・前縁渦は、翅のモデルの凹凸に折り曲げた箇
所に発生しやすい。
・凸に折り曲げられたモデルは、凹に折り曲げ
られたモデルと比較して渦がよく発生した。
・トンボの翅のモデルは蚊のモデルと比較して
翅の湾曲による影響が大きかった。
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Ⅴ考察・まとめ
以上の結果を見てみると、前縁渦は風向の垂直
面に対して起こりやすいことがわかる。凸に折
り曲げられた翅と凹に折り曲げられた翅をみる
と折り返し点での渦が大きい事から考えられる
が、凹に折り曲げた翅について羽ばたいている
過程で翅の末端の辺が風向と垂直になった時に
前縁渦ができていることもこれを示唆している
と思う。特に、垂直面以外では前縁渦があまり
確認できなかった事から、垂直面以外の部分で
は変化した気流の影響を受け、渦が出来にくい

状態にあるのではないかと考える。また、１点
を軸にして翅を羽ばたかせる場合、翅に凹凸を
つけることで回転中の角度が変わっても常に渦
を発生させることができるのがメリットである
と考える。しかし、実際の昆虫の翅は１点を軸
に回転させているにもかかわらず平面のものが
多かったので、次回は翅を平面にするメリット
について、また渦の規模についても考えたい。
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Ⅲ研究結果

次の表は、トンボの翅のモデルと蚊の翅のモデ
ルを用いて渦の発生数と発生場所をそれぞれ測
定した結果である。
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（表1）渦の発生数と場所（トンボ） (表２)渦の発生数と場所（蚊）

（単位は数） （単位は数）

Ⅳ考察・まとめ

昆虫が飛翔する際、翅の前縁部分に前縁渦と
呼ばれる渦が発生し、その渦が効率の良い飛
翔を助けているということが明らかになって
いる。そこで今回の研究では翅のモデルの形
状や湾曲を変化させ、どのような組み合わせ
で前縁渦が発生するか、また渦の発生場所を
調べた。

Ⅰ目的
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今回は自作した風洞装置を用いて、ハニカム
によって整流された風を送り込んだ。風の流
れを可視化するためにスモークマシンで噴射
した煙を用いた。トンボの翅と蚊の翅を簡略
化したモデルをそれぞれ作成し、装置内でそ
のモデルを動かし、スローモーションカメラ
を用いて撮影し、前縁渦が発生するかどうか、
またその渦の発生場所を記録した。

Ⅱ方法

Ⅲ結果
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(図3)ハニカムの模式図
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(図1)トンボの翅の形状

(図2)蚊の翅の形状
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（図2) 扇風機側から見たモデルの図
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